
わくわく地方生活実現会議の開催について 

 

 

１．趣旨 

地方の若者は、15年間で約３割、500万人以上が減少した。また、若

者を中心として、地方から東京圏へ毎年 10万人を超える転出超過が続

いている。一方で、雇用・所得環境の改善により、地方においても企業

の人手不足感が高まっており、今後成長制約となる可能性がある。 

以上から、若者が夢や希望をいだいて地方へ移住する動きを加速す

るとともに、地方における人材確保策として女性や高齢者の活躍等を

推進するための包括的かつ抜本的な取組を検討する必要がある。 

こうした課題に対応するため、まち・ひと・しごと創生担当大臣のも

とに「わくわく地方生活実現会議」（以下「会議」という。）を開催する。 

 

２．主な検討項目 

・若者を中心とした UIJターン対策の抜本的強化 

・地方の人手不足に対応した女性や高齢者の活躍等の推進 

・地方の魅力、夢の実現等について、国民の耳目を集める周知・広報の

方策 

 

３．構成 

（１）会議は、別紙に掲げる者により構成し、まち・ひと・しごと創生担

当大臣の下で開催する。 

（２）まち・ひと・しごと創生担当大臣は、別紙に掲げる者の中から、会

議の座長を選任する。 

（３）会議は、必要に応じ、関係者の出席を求めることができる。 

 

４．庶務 

会議の庶務は、内閣官房において処理する。 

 

５．運営 

（１）会議において配布された資料は、原則として、公表する。 

（２）会議の議事要旨を公表する。ただし、座長が特に必要と認めるとき

は、議事要旨の全部又は一部を公表しないものとすることができる。  
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